
は じ め に

本書は 2016 年 4 月から 2017 年 3 月まで大東文化大学中国語学部におい

て筆者が講義した「中国ビジネス基礎講座」の内容に中国最新の経済事情と

ビジネストレンドを付け加えて編集したものです。

講義中に学生が興味を示してくれた部分、たとえば、アリババの話、加

えてアリババが開発したスマホ決済、その使い方と仕組みです。また中国で

は若者でも参入できるビジネスとその流れ、越境 EC といった部分を書き直

し、内容を増やしました。逆に、理論的なもの、理解しにくい部分、たとえ

ば、国際貿易とその流れ、貿易の仕組みなどは今回省きました。

ただ、中国経済とビジネスの話ですから、バランスのとれた形をする必要

があります。中国経済の全般、改革開放当時の計画経済、社会的二元構造、

社会主義市場経済への移行期にある国営企業の国有企業への変身、国有企業

の位置づけ、中国における 3 種類の企業形態などは中国経済を話すとき避け

ては通れない部分です。中国経済の現状、経済改革の話、産業構造、IT 産

業の勃興、巨大市場とその潜在的消費力の順でみて、最近はやっているシェ

アリングエコノミーを詳細にかつわかりやすい言葉で紹介しました。中国ビ

ジネスをする際に中国人とのコミュニケーション、日本企業の成功話、私自

身の中国におけるビジネス経歴も取り上げました。中国ビジネスの難しさと

リスク、巨大市場とチャンスが共存している事実をみなさんに知ってもらい

たい。これが本書の狙いです。

また、本書を利用するにあたって、PPT、映像、そしてインターネット

の同時使用をしたほうがヴィヴィッドな講義になると思います。リアルタイ

ムで授業を進めると、学生との「互動」ができます。日本のことと中国のこ

とを、経済から社会へ、考え方の違いからビジネスの在り方へ、「知己知彼」

（彼を知り己を知れば百戦殆からず）、「不入虎穴焉得虎子」（虎穴に入らんば

　�
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虎児を得ず）といった諺からその意味の理解へ、そして若者がチャレンジ精

神を引き起こすきっかけの一つになればありがたい。

本書の出版に当たり大学教育出版の佐藤守氏から適切なご助言をいただ

きました。深くお礼を申し上げます。

2018 年 3 月
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